
海外からの来賓・講師等招請助成費給付規程 

 

（目的） 

第１条 この規程は、定款第５条第１号、第５号、第６号及び教育・研究規程第１８条第１項

並びに奨学基金規程第３条第２号に基づき、国内で開催される会議等への海外からの来賓・

講師等招請助成費給付に関し、必要な事項を定める。 

（助成対象） 

第２条 助成対象は、渡航費、国内交通費、宿泊費、招請者講演の通訳費用及び講師謝金とす

る。 

２ そのほかの諸費用は、理事会の議を経て助成対象とする。 

３ 前第１条でいう会議等は、日本医学図書館協会（以下「本会」という。）及び地区会、部会

が主催又は共催するものとする。 

（所管） 

第３条 助成は、教育・研究委員会（以下「委員会」という。）が所管する。 

（申請資格） 

第４条 申請者は、次の各号に掲げる要件を満たさなければならない。 

（１）正会員Ａ、Ｂ及び協力会員に所属する個人又は正会員個人であること。 

（２）第２条第３項で定める会議等の代表者又は代表者に準ずる者、若しくは準備段階での 

責任者であること。 

（３）招請者の渡航及び招請期間中の宿泊、国内交通機関の手配状況を確認し、必要に応じ 

  て手配又は手配の支援ができること。 

(申請) 

第５条 申請者は、次の各号に掲げる書類を会長に提出しなければならない。 

 （１）招請助成費給付申込書（別紙様式１) 

 （２）招請者の経歴書 

 （３）招請会議等のプログラム又はパンフレット等 

２ 申請は、通年受け付けることとする。ただし、招請前年度の 10 月 31 日までに受け付けた

申請を次年度招請の選考対象とする。 

 (選考) 

第６条 申請者と同一会員に属する委員は、選考に関わることができないものとする。 

２ 選考基準は、次の各号に掲げるものとする。 

 （１）招請者が参加する会議又は講演は、本会の目的及び事業に合致するものであること。 

 （２）招請目的及び計画・日程等が合理的であること。 

 （３）助成金の使途が、招請に必要な経費であること。 

 （４）申請者及び招請者との事前交渉経過が明確で計画に具体性があること。 

３ 委員会は、選考に必要な説明又は資料等を申請者に求めることができるものとする。 

４ 委員会は、計画の修正を求めることができるものとする。 

５ 選考は、該当無しとすることができるものとする。 

６ 委員会は、選考結果を理事会に報告するものとする。 

７ 助成の決定は、理事会の議を経て会長が行うこととする。 

８ 選考結果は、招請前年度 12 月末までに申請者に通知するものとする。 
９ 採択された招請者名、参加会議、講演テーマ等の活動内容を本会ホームページに掲載する 

 ものとする。 

（給付及び返還等）  

第７条 助成費の給付は、次の各号に掲げる範囲とする。 

（１）渡航費は、エコノミークラス航空便の実費(手数料を含む)とする。 

（２）国内交通費は、本会旅費規程で規定する額とする。ただし、申請者又はそれに準ずる   

者が、業務上の必要において招請者と同伴する場合、双方に係る実費とする。 

（３）宿泊費は、日額 20,000 円以内とし、宿泊日数は、助成対象となる会議等の出席日に 



前後泊を加えたものとする。ただし、申請者又はそれに準ずる者が、業務上の必要にお 

いて招請者と同伴する場合、双方に係る実費とする。 

（４）通訳費は、実費とする。 

（５）講師謝金は、本会謝金規程で規定する額とする。 

（６）その他の諸費用は、実費とする。 

（７）本会は、招請期間中の事故及び損害に対して責任を負わないこととする。 

２ 助成費は、招請決定後、速やかに申請者に給付するものとする。 

３ 助成決定後、申請者がその計画を変更しようとするときは、理事会の承認を得なければな

らない。 

４ 次に掲げる各号に該当する場合、申請者に給付の停止又は返還を求めることができるもの 

とする。 

 （１）本規程及び招請目的に反する行為があったとき 

 （２）助成決定後に来日できなくなったとき 

 （３）執行額が給付額を下回ったとき 

５ 前第 1 項及び第 4 項に規定する給付並びに返還する額は、理事会の議を経て決定すること 

 とする。 

（報告） 

第８条 申請者は、招請期間終了後、速やかに別紙様式２に定める報告書を提出しなければな

らない。 

２ 本会は、報告書を刊行物等により公表できるものとする。 

（改廃） 

第９条 この規程の改廃は、理事会の議を経て行う。 

附則  

この規程は、２０１６年２月１８日から施行する。 


